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1. 平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）
 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 631 △8.8 △57 ─ △35 ─ △17 ─

22年3月期第1四半期 692 △16.9 △35 ─ △38 ─ △7 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 △3 50 ─ ─

22年3月期第1四半期 △1 41 ─ ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 3,727 2,013 53.6 393 07

22年3月期 3,878 2,042 52.1 398 19

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 1,998百万円 22年3月期 2,024百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ─ 0 00 ─ 0 00 0 00

23年3月期 ─

23年3月期(予想) 0 00 ─ 0 00 0 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,580 6.4 30 ─ 40 ─ 25 ─ 4 92

通期 3,400 6.0 170 1,033.3 180 958.8 120 300.0 23 61



 

 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

    平成22年5月14日付けで発表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想を修正し

ておりません。 

   予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会 

  社の異動）

： 無

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表

作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期 1Ｑ 5,115,492株  22年3月期 5,115,492株

② 期末自己株式数 23年3月期 1Ｑ 32,000株  22年3月期 32,000株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期 1Ｑ 5,083,492株 22年3月期 1Ｑ 5,114,892株

※四半期レビュー手続きの実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の回復に伴う輸出の増加や政府の 

 経済対策効果による個人消費の持ち直しなどにより、企業収益の改善は見られるものの、欧州諸 

 国の財政危機に端を発する世界経済への悪化懸念や雇用・所得環境の回復の遅れなどにより引き 

 続き厳しい状況で推移しました。 

 当情報サービス業界においても、徐々に企業収益の改善はみられるものの、顧客の情報化投資 

 に対する姿勢は、全般的に依然として慎重な投資傾向が続いております。 

 このような状況下で当社グループは、既存顧客の深耕や新規顧客の開拓に注力してまいりまし 

 たが、当第１四半期連結会計期間の業績は、大型案件の減少や受託派遣型売上の減少などにより 

 売上高は６億３１百万円（前年同期は６億９２百万円）となりました。また、営業損益及び経常 

 損益も、固定費の削減効果はあるものの売上の減少による影響により、営業損失５７百万円（前 

 年同期は、営業損失３５百万円）、経常損失３５百万円（前年同期は、経常損失３８百万円）と 

 なりました。 

 なお、四半期純損益は、四半期純損失１７百万円（前年同期は、四半期純損失７百万円）とな 

 りました。 

  

 なお、部門別の売上高は次のとおりであります。 

  

 
  

  

     （資産の変動について） 

 当第1四半期連結会計期間末の総資産は３７億２７百万円となり、前連結会計期間末に比べ 

 １億５０百万円の減少となりました。流動資産は１３億３７百万円となり、１億８９百万円減少 

 いたしました。主な要因は、仕掛品が９５百万円増加し、現金及び預金が１億５７百万円と受取 

 手形及び売掛金が１億６２百万円減少したことなどによるものであります。固定資産は２３億 

 ９０百万円となり、３８百万円増加いたしました。有形固定資産は１５億９７百万円となり、 

 ６百万円減少いたしました。無形固定資産は２億２９百万円となり、５百万円減少いたしました 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

部門（業務内容）の名称 平成21年4月1日から 平成22年4月1日から 対前年同期

平成21年6月30日まで 平成22年6月30日まで 増減率

金額（千円） 構成比 金額（千円） 構成比

ソフトウエア開発及び関連業
務

380,201 54.9％ 314,471 49.8％ △17.3％

コンピュータ関連サービス 250,083 36.1％ 239,638 37.9％ △4.2％

データエントリー 58,165 8.4％ 71,953 11.4％ 23.7％

その他 4,478 0.6％ 5,771 0.9％ 28.9％

    合   計 692,928 100.0％ 631,834 100.0％ △8.8％

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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 。投資その他の資産は５億６４百万円となり、５０百万円増加いたしました。主な要因は、長期 

 貸付金が２９百万円増加したことによるものであります。 

     （負債の変動について） 

 当第１四半期連結会計期間末の負債は１７億１４百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億 

 ２２百万円の減少となりました。流動負債は７億４９百万円となり、６９百万円減少いたしまし 

 た。主な要因は、短期借入金が１億１百万円減少と賞与引当金が３０百万円増加したことなどに 

 よるものであります。固定負債は９億６４百万円となり、５２百万円減少いたしました。主な要 

 因は、長期借入金が４８百万円減少したことによるものであります。 

     （純資産について） 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は２０億１３百万円となり、前連結会計年度末に比べ 

 ２８百万円の減少となりました。主な要因は、当四半期純損失１７百万円の計上とその他有価証 

 券評価差額金の減少９百万円によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計期間末の５２.１％から５３.６％となりました。 

  

     （キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営 

 業キャッシュ・フローが５５百万円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローが６４百万円の 

 支出、財務活動によるキャッシュ・フローが１億４９百万円の支出、資金に係る換算差額が１百 

 万円増加となったことにより１億５７百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末の資金残高は 

 ３億１５百万円となりました。 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は５５百万円の資金の増加となりました。 

主な要因は、売上債権の減少額が１億６２百万円あったものの、たな卸資産の増加額１億７百万 

 法人税等の支払額が１４百万円あったことなどによるものであります。また、前第１四半期連結 

 会計期間に比べ１６百万円資金が減少しております。これは主に、その他負債の増減額が２２百 

 万円増加や賞与引当金の増減額が１５百万円増加したものの、たな卸資産の増減額が２１百万円 

 減少、税金等調整前四半期純損失が２１百万円増加、売上債権の増減額が１３百万円減少したこ 

 とによるものであります。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は６４百万円の資金の減少となりました。 

主な要因は、投資有価証券の売却による収入が７５百万円あったものの、投資有価証券の取得に 

 よる支出が１億６百万円や貸付による支出３０百万円があったことなどによるものであります。 

 また、前第１四半期連結会計期間に比べ７７百万円資金が増加しております。これは主に、有形 

 固定資産の取得による支出の増減額が１億２８百万円の増加や投資有価証券の売却による収入の 

 増減額が７５百万円の増加と投資有価証券の取得に支出の増減額が１億５百万円の減少や貸付に 

 よる支出の増減額が３０百万円減少したことなどによるものであります。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は１億４９百万円の資金の減少であります。 

   主な要因は、短期借入による収入が１億１０百万円があったものの、短期借入金の返済による 

   支出が２億１０百万円や長期借入金の返済に支出が４９百万円あったことによるものでありま 

   す。また、前第１四半期連結会計期間に比べ３億４２百万円資金が減少しております。これは 

   主に、長期借入金の増減額が３億１２百万円の減少と短期借入金の増減額が３０百万円減少し 

   たことによるものであります。 
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 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、前年度後半より徐々に企業収益が改善され 

 ているものの設備投資に対する姿勢は依然として慎重傾向にありますが、企業収益の改善を背景 

 に今後設備投資の改善も見込まれます。 

 このような状況下で、当社グループは、既存顧客の深耕や新規顧客への積極的な受注活動を展 

 開し、ＳＥの稼働率の向上や経営の効率化を図り、業績の拡大に努める所存であります。 

 第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、現時点において平成２２年５月 

 １４日に公表いたしました業績予想に変更はございません。 
  

  該当事項はありません。 

  

 なお、当第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社である共同コンピュータ株式会 

 社とＫＹＤ株式会社は、共同コンピュータ株式会社を存続会社として合併を実施しました。合併 

 期日（効力発生日）は平成22年6月1日であります。 

 また、本件合併は当社の100％出資の連結子会社間の合併であるため、連結業績に与える影 

 響はありません。 

  

（税金費用の計算） 

 税金費用の計算において、四半期損益計算書の税引前四半期利益に法定実効税率を乗じた税金 

 費用を未払法人税等に計上する簡便的な方法をとっております。 

  

  ①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

 平成20年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 

 第21号 平成20年3月31日）を適用しております。 

    なお、この会計基準の適用による当第１四半期連結会計期間における損益への影響はありま 

   せん。 

  

  ②企業結合に関する会計基準等の適用 

    当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平 

   成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月 

   26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12 

   月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成20年12月26日）、「持 

   分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会 

   計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年 

   12月26日）を適用しております。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第1四半期
要約連結貸借対照表
(平成22年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 315,192 472,983

受取手形及び売掛金 299,250 461,714

商品 135,696 132,126

原材料 347 391

仕掛品 182,264 86,864

貯蔵品 277 283

繰延税金資産 272,588 259,135

その他 132,815 114,647

貸倒引当金 △1,400 △1,438

流動資産合計 1,337,033 1,526,708

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 507,737 513,941

その他（純額） 50,256 50,671

土地 1,039,176 1,039,176

有形固定資産合計 1,597,170 1,603,788

無形固定資産 229,050 234,095

投資その他の資産

投資有価証券 215,642 198,618

長期貸付金 116,182 86,437

繰延税金資産 115,634 111,518

その他 141,632 141,917

貸倒引当金 △24,467 △24,467

投資その他の資産合計 564,623 514,023

固定資産合計 2,390,844 2,351,907

繰延資産 39 114

資産合計 3,727,917 3,878,730
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(単位：千円)

当第1四半期
要約連結貸借対照表
(平成22年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,828 40,749

短期借入金 304,979 406,428

未払費用 245,220 230,153

未払法人税等 48 14,608

賞与引当金 88,716 58,677

その他 81,539 68,373

流動負債合計 749,332 818,989

固定負債

長期借入金 822,882 871,267

長期未払金 13,619 13,625

繰延税金負債 － 2,713

退職給付引当金 126,015 127,760

その他 2,248 2,028

固定負債合計 964,764 1,017,395

負債合計 1,714,097 1,836,385

純資産の部

株主資本

資本金 1,612,507 1,612,507

資本剰余金 48,480 48,480

利益剰余金 404,937 422,729

自己株式 △8,528 △8,528

株主資本合計 2,057,396 2,075,188

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,957 17,466

為替換算調整勘定 △67,163 △68,481

評価・換算差額等合計 △59,206 △51,015

少数株主持分 15,630 18,172

純資産合計 2,013,820 2,042,345

負債純資産合計 3,727,917 3,878,730
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第1四半期連結累計期間
(自 平成21年４月 １日
至 平成21年6月 30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年6月30日)

売上高 692,928 631,834

売上原価 603,282 569,809

売上総利益 89,646 62,025

販売費及び一般管理費 125,483 119,276

営業損失（△） △35,837 △57,250

営業外収益

受取利息 52 85

受取配当金 228 912

賃貸料収入 4,194 4,353

その他 418 26,777

営業外収益合計 4,893 32,129

営業外費用

支払利息 4,334 5,311

減価償却費 1,676 3,019

その他 1,222 2,435

営業外費用合計 7,233 10,766

経常損失（△） △38,177 △35,888

特別利益

投資有価証券売却益 64 2,247

賞与引当金戻入額 23,200 －

前期損益修正益 2,624 －

特別利益合計 25,888 2,247

特別損失

固定資産除却損 269 －

特別損失合計 269 －

税金等調整前四半期純損失（△） △12,558 △33,640

法人税、住民税及び事業税 △4,835 △13,305

法人税等合計 △4,835 △13,305

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △20,334

少数株主損失（△） △487 △2,542

四半期純損失（△） △7,235 △17,792
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第1四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △12,558 △33,640

減価償却費 15,758 23,544

のれん償却額 168 168

株式交付費償却 219 75

受取利息及び受取配当金 △281 △997

支払利息 4,334 5,311

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △38

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,550 △1,745

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,537 30,039

固定資産除却損 269 －

投資有価証券売却損益（△は益） △64 △2,247

売上債権の増減額（△は増加） 175,896 162,544

たな卸資産の増減額（△は増加） △86,011 △107,984

仕入債務の増減額（△は減少） △14,878 △11,921

その他の資産の増減額（△は増加） △13,027 △17,948

その他の負債の増減額（△は減少） 9,201 28,876

小計 91,015 74,036

利息及び配当金の受取額 281 997

利息の支払額 △5,290 △5,041

法人税等の支払額 △14,467 △14,707

営業活動によるキャッシュ・フロー 71,539 55,285

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △300 △300

有形固定資産の取得による支出 △131,816 △3,064

無形固定資産の取得による支出 △10,000 －

投資有価証券の取得による支出 △600 △106,575

投資有価証券の売却による収入 434 75,461

貸付けによる支出 － △30,000

貸付金の回収による収入 158 242

長期未払金の返済による支出 － △386

その他資産の取得による支出 △316 △92

その他資産の回収による収入 160 150

投資活動によるキャッシュ・フロー △142,280 △64,563
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(単位：千円)

前第1四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年6月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 160,000 110,000

短期借入金の返済による支出 △230,000 △210,000

長期借入れによる収入 361,700 －

長期借入金の返済による支出 △98,971 △49,834

自己株式の取得による支出 △110 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 192,618 △149,834

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,837 1,321

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 131,714 △157,790

現金及び現金同等物の期首残高 297,449 472,983

現金及び現金同等物の四半期末残高 429,163 315,192
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当第１四半期連結会計期間（自 平成22年4月1日  至  平成22年6月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

  

当第１四半期連結会計期間（自 平成22年4月1日  至  平成22年6月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

当第１四半期連結会計期間（自 平成22年4月1日  至  平成22年6月30日） 

子会社の解散及び清算に関する日程 

米国の連結子会社（当社の100％子会社）であるKYCOM OF AMERICA，LTD．を平成22年12月31日までに

解散及び清算することとなっておりましたが、平成22年8月5日付で解散いたしました。それに伴い現在

清算手続きに入っております。 

なお、当該米国子会社の清算による業績に与える影響は軽微であります。 

  

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(6) 重要な後発事象
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